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1923（大正 12）年 2月、第 1回全日本スキー選手権大会が小樽で開催され、片桐武夫、富井宣






問・名誉会員を推戴した。倶楽部事業の中核である研究部は 1928（昭和 3）年 12月に設立された。
研究部は学術部（学術研究・機関紙発行）、競技部（スキー競技研究・選手派遣）、講習部（コーチ
研究・講習会開催）に分かれた5）。
1929（昭和 4）年 2月にノルウェースキー連盟副会長オラフ・ヘルセット（Olaf Helset）一行、
1930（昭和 5）年 3月にはオーストリアのハンネス・シュナイダー（Hannes Schneider）が来日し
た。野沢温泉スキー場は両者をともに迎え、その模範演技を通じて、世界の最高水準のスキーに直
接触れることができた。また同 1930年に第 5回明治神宮スキー大会、1932（昭和 7）年に第 10回













































































年の 32年間で、1984年が 391人でピークである。2013年は 173人でピーク時の 44.2％である。
1982年、小学校の部員数は 96人、1982年から 2013年の間で、1989年が 203人でピークである。
2013年は 58人でピーク時の 28.6％であり、1982年と比較しても約 6割である。1982年、入部率
（部員合計÷児童数）は 25.2％、1982年から 2013年の間で、1989年が 55.3％でピークである。






の部員数は 59人、1982年から 2013年の間で、1988年が 81人でピークである。2013年は 21人で
ピーク時の 25.9％であり、1982年と比較すると 35.6％である。1982年、入部率は 25.2％、1982年

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年、部員数の合計は 155人、1982年から 2013年の間で、1989年が 279人でピークである。底は
2012年で 75人である。2013年は 79人でピーク時の 28.3％であり、1982年と比較すると約半数で
ある。1982年、入部率は 25.2％、1982年から 2013年の間で、1989年が 49.2％でピークである。
2013年の入部率は 29.8％、底は 1993年の 23.6％であり、小学生の入部率の低さが響いている。
拙稿で、2000年 4,835人であった村の人口は 2012年 3,908人となり、約 2割減少している1）と
記述したが、児童生徒数は 2000年 485人、2012年 277人であり、－ 208人で、4割以上減少して




学園が創設された 2013年に 22.8％と約 10ポイント上昇した点は注目すべき点である。
Ⅳ．野沢温泉村のスキー選手強化育成と野沢温泉スキークラブの一貫指導システム
野沢温泉村で生まれ、村で練習を積んだスキー選手をオリンピックに出場させたいとの願いのも
























































が掲載された。未来の村の主役たちとして、野沢温泉小学校、卒業していく 37名の 6年生への 2
つの質問、①「野沢温泉学園」の一番の思い出、②将来の夢、に対する回答を考察する。
37名中、①「野沢温泉学園」の一番の思い出に、稲城第二小学校との交流について記述した児
































































































































県独自の「山の日」を定め、2014（平成 26）年度から施行する。7月第 4日曜日「信州 山の日」を制
定した。
　　http://www.pref.nagano.lg.jp/rinsei/documents/siryou1.pdf2014-7-6
　　 国民の祝日に関する法律の一部を改正する法律（平成 26年法律第 43号）が 2014（平成 26）年 5月
30日に公布され、「国民の祝日」として新たに「山の日」が設けられることになった。この改正は
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